




































































































1   森本あんり「トランプが心酔した「自己啓発の元祖」そのあまりに単純な思想」http://gendai.ismedia.
jp/articles/-/50698（2017 年 1 月 20 日閲覧）
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土井健司『救貧看護とフィランスロピア』創文社、2016年
に、この章では、説教「私にしたこと」のなかでグレゴリオスが、レプラ患者の救済
を訴えながらも、決して彼らの病名を明示しなかったという事実について分析されて
いる。土井氏は、名前というものは、物事を明示するのと同時に隠蔽すると論じる。
「われわれはものの名を知ることで、そのものを一層よく認識するものだが、一度名
を知ってしまうと、日常化し慣れてしまい、名のためにもの事象そのものを見なくな
る。」」（本書 206 頁）筆者によれば、グレゴリオスが病名を語らないのは、「いわば剥
き出しの病者の姿を描き、提示すること、そして聴衆に貧しい病者へ眼差しを向ける
ようにするため」（同所）である。「剥き出しの病者」への憐れみを喚起しながらグレ
ゴリオスが強調するのは、彼らもまた「人間」にほかならないということだ。このこ
とをふまえて先にも確認したような救貧思想としての「フィランスロピア」論がこの
説教でも展開されている。
　土井氏はグレゴリオスの否定神学を参照し、レプラという病名を決して語らない態
度の根底には否定神学と同様の思想があるのではないかと推測している。つまり神の
名とは、「神について」語るものではあるが神の本質を示すものではないという否定
神学と同じように、レプラという名は、病に罹った人について何かを語ってはいるが、
決してその人の本質を示すものではないということだ。名を語ることなく、エピソー
ドの豊かな描写によって、グレゴリオスは観衆の眼差しをその人の本質へと開こうと
する。こうした言葉が持ちうる暴力への繊細な感受性と態度は、不幸を語るための言
葉を生み出すために、最も重要なものであると私は考える。土井氏の考察の通り、言
葉は「見えていないもの」を「見える」ようにすることもできれば、「見えているもの」
を「見えなくする」こともできる。こうした暴力への感受性は、グレゴリオス自身が、
苦しむ者とそれを見ずに通り過ぎる者たちを目前にし、煩悶するなかでこそ養われた
ものなのかもしれない。本書が教えてくれるのは、何よりも教父たちの「言葉を生み
出す力」であり、またその力の前提となる、困難な現実に対する彼らの瑞々しい感受
性であった。
　「〔この人々は嫌われているので〕ほかの人々と共同の泉はこの人びとであふれるこ
とはないし、また河川はその病の汚れを飲み干すことはないと思われています。犬が
血に飢えた舌で水を飲んでも、この獣のために水が嫌悪されることはありません。し
かしもし病気の人が近づくなら、この人間のために水でさえも直ちにみんなの前で非
難されます。こうしたことを詳しく語り、嘆き、このため必然的にこの哀れな者たち
は、たまたま居合わせた者すべてに嘆願する者となって、人びとの前に身を投げ出す
ことになるのです。私はしばしばこの悲しい光景に涙し、しばしばこの人に向けてこ
らえきれなくなりました。そして今このことを思い出すと私は心が乱れます。私は憐
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れむべき苦難を見ました。私は号泣しながらこの光景を見ました。」（ニュッサのグレ
ゴリオス説教「私にしたこと」より、本書 206-207 頁）
